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緊急コールハンドラの概要
緊急コールハンドラにより、当該地域の条例および規制に準拠してテレフォニーネットワー

クで緊急コールを管理できます。

緊急コールを発信するには次の条件を満たしている必要があります。

•発信者のロケーションに基づいて緊急コールを当該地域の公安応答局（PSAP）にルーティ
ングする必要がある。

•発信者のロケーション情報を緊急オペレータの端末に表示する必要がある。ロケーション
情報は自動ロケーション情報（ALI）データベースから取得できます。

発信者のロケーションは、緊急ロケーション識別番号（EmergencyLocation IdentificationNumber
（ELIN））により判別されます。ELINは、緊急コールが切断された場合や、PSAPが発信者
と再度通話する必要がある場合に、緊急コール発信者に再接続するために使用できるダイヤル

イン（DID）番号です。緊急コールは、この番号に関連付けられているロケーション情報に基
づいて PSAPにルーティングされます。

オフィスシステムなどのマルチラインの電話システムの場合、電話機をELINグループに分類
することで、複数の電話機をELINと関連付けることができます。緊急コールハンドラのELIN
グループは、ロケーションを示します。この ELINグループの ELINを、ALIデータベース内
のロケーションにマップする必要があります。

各ロケーションには、同時緊急通話に対応するために必要な数の ELINが作成されている必要
があります。たとえば、5つの同時通話をサポートするには、ELINグループ内に 5つの ELIN
が必要です。
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緊急コールハンドラは、各クラスタに対して最大 100のELINをサポートします。（注）

ELINグループを使用できる電話のタイプは次のとおりです。

• SIPおよび SCCP IPフォン

• CTIポート

• MGCPおよび SCCPアナログ電話

• H.323フォン

緊急コールハンドラの前提条件

例

緊急コールハンドラをネットワークに導入する前に、ALI送信プロセスをテストする
ことを推奨します。サービスプロバイダーと協力して、PSAPで ALIデータを使用し
てご使用のネットワークに正常にコールバックできることをテストします。

ローカル PSAPからの ELIN番号を予約します。法令や規則は場所や企業によって異
なるため、この機能を導入する前に、セキュリティに関するニーズと法的なニーズを

調査します。

緊急コールハンドラタスクフロー

始める前に

•緊急コールハンドラの前提条件（2ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CommunicationsManager の
緊急コールハンドラ機能を有効にしま

緊急コールハンドラの有効化（4ペー
ジ）

ステップ 1

す。緊急コールハンドラは、基本的な

緊急コール機能を提供し、スタティック

設定による電話場所割り当てを使用し

て、限られた場所をサポートします。指

定場所の数を増やしたり、ダイナミック

に場所割り当てをしたりといった高度な
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目的コマンドまたはアクション

緊急コール機能が必要な場合は、Cisco
EmergencyResponderをご検討ください。

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場

所（ELIN）グループを設定します。
緊急ロケーショングループの設定（5
ページ）

ステップ 2

緊急ロケーション（ELIN）グループを
使用するようにデバイスプールを設定

します。

緊急ロケーショングループへのデバイ

スプールの追加（5ページ）
ステップ 3

特定の緊急ロケーション（ELIN）グルー
プを使用するように、特定のデバイスを

（任意）緊急ロケーショングループへ

のデバイスの追加（6ページ）
ステップ 4

設定します。このデバイスに関連付けら

れたデバイスプール（ELIN）グループ
を使用する場合には、このセクションを

無視できます。

デバイスレベルで作成された

設定は、デバイスプールレベ

ルで作成されたいかなる設定

も上書きします。

（注）

ルートパターンまたはトランスレーショ

ンパターンの緊急ロケーション

（ELIN）サービスを有効にします。

ルートパターンとトランスレーション

パターンの有効化（7ページ）
ステップ 5

緊急コールハンドラの設定に

より ELINを変換する可能性
があるため、発信元変換マス

クはゲートウェイまたはトラ

ンクに設定されません。

注意

ルートパターンまたはトラン

スレーションパターンいずれ

かの有効化が必須ですが、両

方の有効化も可能です。

（注）

このセクションでは、ELINグループの
情報を更新し、新しいELINグループに

（任意）ELINグループの情報と電話の
一括管理タスクを実行するには、次の手

順を使用します。

ステップ 6

電話を追加する際に使用できる一括管理

タスクについて説明します。詳細につい•緊急ロケーショングループ情報の
インポート（8ページ） ては、『Cisco Unified Communications

Manager Administration Guide, Release
11.0(1)』を参照してください。•緊急ロケーショングループ情報の

エクスポート（9ページ）

緊急コールハンドラ

3

緊急コールハンドラ

緊急コールハンドラタスクフロー



目的コマンドまたはアクション

•新しい緊急ロケーショングループ
による電話の更新（10ページ）

緊急コールハンドラの有効化

CiscoUnifiedCommunicationsManager の緊急コールハンドラ機能を有効にします。緊急コール
ハンドラは、基本的な緊急コール機能を提供し、スタティック設定による電話場所割り当てを

使用して、限られた場所をサポートします。指定場所の数を増やしたり、ダイナミックに場所

割り当てをしたりといった高度な緊急コール機能が必要な場合は、Cisco Emergency Responder
をご検討ください。

Cisco Emergency Responderなどの外部緊急コールソリューションをすでに使用している場合
は、この機能を有効にしないでください。

この機能を有効にする場合は、必ず外部のこの機能を無効にしてください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、以下を選択します。 [コールルーティング（Call
Routing）] > [緊急コールハンドラ（Emergency Call Handler）] > [緊急ロケーション構成
（Emergency Location Configuration）]。

ステップ 2 [緊急ロケーション設定（EmergencyLocationConfiguration）]ウィンドウから、以下のことを行
います。

•緊急コールハンドラ機能を有効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有
効化（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオンにします。
デフォルト設定は「無効」です。これを有効にすると、この機能に関連する設定が [関連
設定（RelatedSettings）]ペインに表示されます。この機能を動作させるには、これらの設
定を行う必要があります。これらの関連設定を行う方法の詳細については、次のタスクを

参照してください。

•緊急コールハンドラ機能を無効にするには、 [緊急ロケーション（ELIN）サポートの有
効化（Enable Emergency Location (ELIN) Support）]チェックボックスをオフにします。

この機能を無効にすると、設定されているすべての関連する設定が削除されま

す。設定されているすべての設定については、[関連設定（Related Settings）]ペ
インを参照してください。

（注）

この機能を無効にすることを希望し、ELINグループに関連付けられているデバ
イスが 500を超える場合、機能を無効にする前に、関連付けを 500未満になるま
で手動で削除する必要があります。

（注）
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ステップ 3 [保存 (Save)]をクリックします。

緊急ロケーショングループの設定

特定のサイトまたは場所に対し、緊急場所（ELIN）グループを設定します。

始める前に

緊急コールハンドラの有効化（4ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、以下を選択します。 [コールルーティング（Call
Routing）] > [緊急コールハンドラ（EmergencyCall Handler）] > [緊急ロケーション（ELIN）
グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]。

ステップ 2 [緊急ロケーション（ELIN）グループの設定（EmergencyLocation (ELIN)GroupConfiguration）]
ウィンドウで、[名前（Name）]フィールドにグループの名前を入力します。

ステップ 3 [番号（Number）]フィールドに、公安応答局（PSAP）に登録された DID番号のプールを入力
します。

ステップ 4 [保存 (Save)]をクリックします。

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加

緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するようにデバイスプールを設定します。

始める前に

緊急ロケーショングループの設定（5ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、以下を選択します。 [システム（System）] > [デバイス
プール（Device Pool）]。

ステップ 2 [デバイスプールの検索と表示（Find and List Device Pools）]ウィンドウで、既存のデバイス
プールを追加する場合、[検索（Find）]をクリックし、リストからデバイスプールを選択しま
す。新しいデバイスプールを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスプールの設定（DevicePoolConfiguration）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）
グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリストから、デバイスプール
を追加するELINグループを選択します。新しいデバイスプールを追加する場合、そのほかの
必須フィールドを入力します。
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ステップ 4 [保存 (Save)]をクリックします。

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加

特定の緊急ロケーション（ELIN）グループを使用するように、特定のデバイスを設定します。
このデバイスに関連付けられたデバイスプール（ELIN）グループを使用する場合には、この
セクションを無視できます。

デバイスレベルで作成された設定は、デバイスプールレベルで作成されたいかなる設定も上

書きします。

（注）

ELINグループに追加するデバイスは、そのデバイスが配置されている特定の場所を表すELIN
グループに追加する必要があります。

（注）

始める前に

緊急ロケーショングループへのデバイスプールの追加（5ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM Administration]から、以下を選択します。 [デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]。

IPフォン以外のタイプの電話機を使用している場合は、そのタイプの電話機の関連設
定ページに移動します。

（注）

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、既存のデバイスを追加する場
合は、[検索（Find）]をクリックし、設定するデバイスをリストから選択します。新しいデバ
イスを追加する場合は、[新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 新しい電話機を追加する場合は、[電話機のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから
追加する電話機のタイプを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、デバイスを追加する ELINグループを
[緊急ロケーション（ELIN）グループ（Emergency Location (ELIN) Group）]ドロップダウンリ
ストから選択します。新しいデバイスを追加する場合は、その他の必要なフィールドにも入力

します。

ステップ 5 [保存 (Save)]をクリックします。
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ルートパターンとトランスレーションパターンの有効化

ルートパターンまたはトランスレーションパターンの緊急ロケーション（ELIN）サービスを
有効にします。

ルートパターンまたはトランスレーションパターンいずれかの有効化が必須ですが、両方の

有効化も可能です。

（注）

始める前に

緊急ロケーショングループへのデバイスの追加（6ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]から、次のいずれかのウィンドウ
を選択してください。

•ルートパターンを有効にするには、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハ
ント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

•トランスレーションパターンを有効にするには、[コールルーティング（CallRouting）]>
[トランスレーションパターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [ルートパターンの検索と一覧（Find and List Route Patterns）]または [トランスレーション
パターンの検索と一覧（Find and List Translation Patterns）]のウィンドウで、[検索（Find）]
をクリックし、リストからルートパターンまたはトランスレーションパターンを選択します。

ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]または [トランスレーションパターン
設定（Translation Pattern）]ウィンドウで、[緊急サービス番号（Is an Emergency Services
Number）]のチェックボックスをオンにします。

緊急コールハンドラを使用し、Cisco EmergencyResponderなどその他外部の緊急コー
ルのソリューションを使用しない場合のみ、このチェックボックスをチェックしま

す。

（注）

ステップ 4 [保存 (Save)]をクリックします。

緊急ロケーショングループと電話の一括管理

•緊急ロケーショングループと電話の一括管理のタスクフロー（8ページ）
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緊急ロケーショングループと電話の一括管理のタスクフロー

このセクションでは、ELINグループ情報を更新、または新しい ELINグループを追加するの
に使用できる一括管理タスクについて説明します。一括管理の詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Bulk Administration Guide, Release 11.0(1)』を参照してください。

次の手順を実行する前に、緊急コールハンドラ機能が有効であることを確認します。緊急コー

ルハンドラの有効化（4ページ）を参照してください。
（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

一括管理ツールを使用して緊急ロケー

ション（ELIN）グループ情報をインポー
トします。

緊急ロケーショングループ情報のイン

ポート（8ページ）
ステップ 1

一括管理ツールを使用して緊急ロケー

ション（ELIN）グループ情報をエクス
ポートします。

緊急ロケーショングループ情報のエク

スポート（9ページ）
ステップ 2

複数の電話を検索して、一覧表示し、新

しい緊急ロケーション（ELIN）グルー
プを設定します。

新しい緊急ロケーショングループによ

る電話の更新（10ページ）
ステップ 3

緊急ロケーショングループ情報のインポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をインポートします。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMAdministration]から、以下を選択します。 [一括管理（BulkAdministration）]>
[インポート/エクスポート（Import/Export）] > [インポート（Import）]。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストから、インポートする .tarファイルの名前を
選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インポートの設定（Import Configuration）]セクションに、.tarファイルのすべてのコンポーネ
ントが一覧表示されます。ユーザがインポートするオプションの ELINグループ関連のチェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 4 ジョブをすぐに実行するか、後で実行するかを、対応するラジオボタンをクリックして選択し
ます。

ステップ 5 選択したデータをインポートするためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリック
します。[ステータス（Status）]セクションのメッセージは、ジョブが正常に送信されたこと
を通知します。
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ステップ 6 このジョブをスケジュール設定したり、アクティブにしたりするには、[一括管理（Bulk
Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用
します。

緊急ロケーショングループ情報のエクスポート

一括管理ツールを使用して緊急ロケーション（ELIN）グループ情報をエクスポートします。

始める前に

緊急ロケーショングループ情報のインポート（8ページ）

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCMAdministration]から、以下を選択します。 [一括管理（BulkAdministration）]>
[インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクスポート（Export）]。

ステップ 2 [データのエクスポート（Export Data）]ウィンドウの [ジョブ情報（Job Information）]ペイン
で、[Tarファイル名（Tar File Name）]フィールドに拡張子を除いた .tarファイル名を入力し
ます。BPSは、このファイル名を使用して設定の詳細情報をエクスポートします。

同時にエクスポートされるすべてのファイルは、まとめてバンドルされ（.tar）、サー
バからダウンロードできます。

（注）

ステップ 3 ELINグループ情報をエクスポートするには、[エクスポートするアイテムの選択（Select Items
to Export）]ペインで [ELINグループ（Elin Group）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 （任意）以下の手順を実行します。

• ELINグループが設定されたデバイスプールをエクスポートするには、[デバイスプール
（Device Pools）]チェックボックスをオンにします。

• ELINグループが設定された電話機をエクスポートするには、[電話機（Phone）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 5 [ジョブの説明（JobDescripton）]フィールドに、そのジョブに関して優先する説明を入力しま
す。「Export Configuration」がデフォルトの説明です。

ステップ 6 対応するラジオボタンをクリックすることにより、ジョブを今すぐ実行するか後で実行するか
を選択できます。

ステップ 7 選択したデータをエクスポートするジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。[ステータス（Status）]ペインのメッセージにより、ジョブが正常に送信されたことが通
知されます。

ステップ 8 このジョブをスケジュール設定したりアクティブにしたりするには、メインメニューの [一括
管理（Bulk Administration）]の [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用しま
す。
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新しい緊急ロケーショングループによる電話の更新

複数の電話を検索して、一覧表示し、新しい緊急ロケーション（ELIN）グループを設定しま
す。

始める前に

緊急ロケーショングループ情報のエクスポート（9ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phones）] > [電話の
更新（Update Phone）] > [クエリ（Query）]の順に選択します。

ステップ 2 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウで、検索の
パラメータを設定し、[検索（Find）]をクリックします。

すべての電話を更新するには、クエリを指定せずに、[検索（Find）]をクリックしま
す。

（注）

ステップ 3 [更新する電話の検索および一覧表示（Find and List Phones To Update）]ウィンドウに選択した
電話の詳細が表示されます。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [電話の更新（UpdatePhones）]ウィンドウで、[緊急ロケーション（ELIN）グループ（Emergency
Location (ELIN) Group）]のチェックボックスをオンにして、ドロップダウンリストから新規
ELINグループを選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

連携動作

データのやり取り機能

PSAPコールバックからのコールにより、接続先デバイスのサイレン
ト（DND）設定が上書きされます。

DND通話拒否が有効になっている場合、トランスレーションパター
ンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断され、ELINが
PSAPコールバックを使用して呼び出された場合は、その電話機の
DND設定に関係なく、コールが電話機にルーティングされます。

サイレントコール拒否

（Do Not Disturb Call
Reject）

緊急コールハンドラ
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データのやり取り機能

PSAPコールバックからのコールにより、接続先デバイスの不在転送
（CFA）設定が上書きされます。

電話機でCFAが有効になっており、トランスフォーメーションパター
ンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウ
ンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断され、ELINが
PSAPコールバックを使用して呼び出された場合は、その電話機の
CFA設定に関係なく、コールが電話機にルーティングされます。

すべてのコールの転送

PSAPコールバックは、シングルナンバーリーチ（SNR）設定を無視
します。

電話機で SNRが有効になっており、リモート接続先が携帯電話の番
号を指している場合。トランスレーションパターンを使用して緊急

番号がダイヤルされると、ELINがそのアウトバウンド緊急コールに
関連付けられます。コールが切断され、ELIN番号がPSAPコールバッ
クを使用して呼び出されると、コールはリモート接続先ではなく電話

機にルーティングされます。

シングルナンバー

リーチ（SingleNumber
Reach）

緊急コールハンドラ
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データのやり取り機能

PSAPコールバックコールで Extension Mobility（EM）ステータスが
考慮されます。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してログインし、トランス
フォーメーションパターンを使用して緊急番号をダイヤルすると、

ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コール
が切断され、ユーザがログインしている ELINが PSAPコールバック
を使用して呼び出されると、コールはコールを開始したデバイスに

ルーティングされます。

これは、ユーザがまだログインしているデバイスです。（注）

エクステンションモビ

リティ

PSAPコールバックの実行前にユーザが EMからログアウトすると、
PSAPコールバックが失敗します。

EMプロファイルクレデンシャルを使用してログインし、トランス
フォーメーションパターンを使用して緊急番号をダイヤルすると、

ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コール
が切断されPSAPコールバックを使用して呼び出された場合、ユーザ
がそれ以降にログアウトしていると、コールは開始されたデバイスに

ルーティングされず失敗します。

ユーザが別のデバイスでログインした PSAPコールバック。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELINがそのアウトバウンド緊急コールに関連付
けられます。コールが切断された場合は、ユーザが電話機 Aからロ
グアウトする必要があります。その後で、ユーザが同じプロファイル

を使用して別の電話機（電話機B）にログインし、ELINがPSAPコー
ルバックを使用して呼び出されると、コールは通常の優先順位の電話

機 Bにルーティングされます。これは、CFA設定が無視され、DND
設定が無視されないことを意味します。

複数のログインを使用した PSAPコールバックコール。

ユーザが電話機 Aで EMプロファイルクレデンシャルを使用してロ
グインし、トランスフォーメーションパターンを使用して緊急番号

をダイヤルすると、ELIN番号がそのアウトバウンド緊急コールに関
連付けられます。コールが切断され、ユーザが電話機 Aにログイン
したまま同じプロファイルを使用して別の電話機（電話機B）にログ
インし、ELINがPSAPコールバックを使用して呼び出されると、コー
ルはコールを開始したデバイスである電話機 Aにのみルーティング
されます。

緊急コールハンドラ
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データのやり取り機能

ローミングデバイスは、アウトバウンド緊急コールにローミングデ

バイスプールの ELINグループを使用します。

デバイスモビリティが有効になっているデバイスをそのホームの場

所からローミングの場所に移動し、ローミングデバイスプールに関

連付けられるように IPサブネットを変更します。トランスレーショ
ンパターンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそのア
ウトバウンド緊急コールに関連付けられます。ELINは、ローミング
デバイスプールに関連付けられた ELINグループに属しています。

デバイスモビリティ

PSAPコールバックは、回線が複数のデバイスで共有されている場合
でも、緊急コールを発信したデバイスでのみ鳴動します。

電話機 Aと電話機 Bが電話番号（DN）を共有します。トランスレー
ションパターンを使用して緊急番号がダイヤルされると、ELINがそ
のアウトバウンド緊急コールに関連付けられます。コールが切断さ

れ、ELINが PSAPコールバックを使用して呼び出されると、コール
はコールを開始したデバイスである電話機 Aにのみルーティングさ
れます。

共用回線

緊急コールハンドラのトラブルシューティング

緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリオ

このセクションでは、次の分野にある緊急コールハンドラのトラブルシューティングシナリ

オについて説明します。

•設定シナリオ

•発信コールのシナリオ

•着信コールのシナリオ

設定シナリオ

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされない

問題：

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされません。

ソリューション：

緊急コールハンドラ

13

緊急コールハンドラ

緊急コールハンドラのトラブルシューティング



緊急コールをダイヤルしているユーザにリオーダー音が流れている場合は、以下のチェックを

実行してください。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンが使用されているかどうかを確認
します。これには、CSS上のデバイスまたは電話のチェックが必要な場合があります。

•緊急コールのトランスレーションまたはルートパターンの [緊急サービス番号です（Is an
Emergency Services Number）]チェックボックスがオンになっており、それがゲートウェ
イに正しくルーティングされていることを確認します。

緊急コールをダイヤルしているユーザが正しいゲートウェイまたは Public Service Answering
Point（PSAP）に到達していない場合は、電話またはデバイスの設定またはデバイスプール設
定が正しい Emergency Location（ELIN）グループを使用して設定されていることを確認しま
す。

リオーダー音が流れている最中に緊急場所の番号が外部からダイヤルされる

問題：

リオーダー音が流れている最中に緊急場所（ELIN）の番号が外部からダイヤルされます。

原因：

このケースでは、ELINが発信者の場所を特定するために使用される DIDとして設定されてい
ます。これは、どの電話機でも、他のどの目的にも使用すべきではありません。

ソリューション：

ELINの設定情報を確認し、DIDとして設定されている ELINを設定解除してください。

発信コールのシナリオ

発信緊急コールに発信者番号が緊急ロケーション番号として含まれていない

問題：

発信緊急コールに、発信者番号が緊急ロケーション（ELIN）番号として含まれていません。

原因：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されていませ
んでした。

ソリューション：

この ELINのトランスレーションパターンまたはルートパターンが正しく設定されているか
どうかを確認し、該当するトランスレーションパターンまたはルートパターンの設定ページ

で、[緊急サービス番号である（Is an Emergency Services number）]チェックボックスがオンに
なっていることを確認します。

緊急コールハンドラ
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発信緊急コールに変更された緊急場所の番号が含まれる

問題：

発信緊急コールに変更された緊急場所の番号（ELIN）が含まれています。

原因：

発信トランクまたはルートリストに ELINでは必要のない余分な変換が含まれています。

ソリューション：

コールに適用された変換を確認し、発信トランクまたはルートリストにELINに必要な変換の
みが存在していることを確認します。

着信コールのシナリオ

着信 PSAPコールバックコールが失敗する

問題：

着信 PSAPコールバックコールが失敗します。

原因：

元の緊急コールを発信したデバイスが正しく登録されていません。

ソリューション：

元の緊急コールを発信したデバイスがまだ登録されているかどうか、すべてのエクステンショ

ンモビリティが機能しているかどうかを確認してください。

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされない

問題：

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされません。

原因：

緊急ロケーション（ELIN）番号が元の発信者番号と一致しません。

ソリューション：

ELINに対応する元の発信者を正常に逆マッピングするには、これら 2つの番号が一致する必
要があります。すでに着信ゲートウェイまたはトランクで変換があり、有意な数字が設定され

ている場合、最終的に変換された着信側が ELIN番号に一致することを確認します。

緊急コールハンドラ
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緊急コールハンドラ

16

緊急コールハンドラ

着信 PSAP折り返しコールが予測どおりにルーティングされない
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